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　　　　　　　　1　はじめに

　昭和52年4月に機会を得て，：まだ殆ど断片的にしか

記録されることがないままに関心を持たれていた上世

屋の藤布の調査に入り，地元の農協支所ならびに織り

手の積極的な協力をえて，聞き取りならびに藤布織り

の工程を写真に収めた。その調査結果に文献調査を加

えてまとめたものは，同年昭和52年10月に「上世屋の

藤布織り」と題して日本風俗史学会第18回大会で口頭

発表をしたほか，「上世屋の藤布織りの作業工程」の

詳細等については，おくればせながら前報r民俗服飾

研究論集』第2集（1）に，’また「上世屋の藤織り生活史」

についてはr民俗服飾研究集』第3集（本誌）に報告

した。

　ところで，風俗史学会大会の初日，すなわち上世屋

の藤布についての発表の前日の懇親会の席上で，レジ

メを見た諸先生方から，また当日の発表後の質疑応答

時にも，新たな情報などの貴重な資料提供やご教示を

いただいたのであるが，その中でも，特に，世屋の藤

布織りの存在を最初に確認した時期が，一般に知られ

ている日よりは、早いという事実があり，それについ

ては，当日の発表に加えたものの，その後そのままに

なっており，また一般にもさして修正されることもな

いまま今日に至ってしまっている。記録に残す必要が

あると思われるので資料としてここに報告する。

　　　　　　2　下世屋の藤織りの発見

　さて，「上世屋の藤布織り」の風俗史学会大会での

口頭発表の前日には，先に述べたように諸先生方から

多くの御教示を頂くことができたが，まず，下世屋の

藤布の発見の年月日については，昭和40年の『日本民

芸織物全集』，昭和50年のr日本伝統織物全集』②に記

されているように，昭和37年8月19日，京都府教育委

員会文化財保護課が丹後半島の緊急民俗調査にあたっ

た時に偶然，竹野郡丹後町袖志の浜（「藤織り生活史」

の図1参照　本誌，頁）で海女が海草を入れる袋に使

ぢていた藤布を発見し，それがまだ世屋で織られてい

・る事実を知らされた」のが端緒として知られており，

その後の文献にも引用され続けているが，その調査の

中心人物でもあった柴田実氏（元京都大学教授）から，

直接；当時の様子をお聞かせいただくことができた。

　そして同時に，織物研究者の太田英蔵氏（元川島織

物顧問γからは，世屋の藤布については，それ以前に

すでに太田氏が着目していたということプそして世屋

の藤布織りの存在の発見とされている日よ、りも5カ月

前の昭和37年3月18日に；地元の与謝郡加悦町の従兄

弟の土田俊治氏に案内されて下世屋に調査にでかけら

れたこと，それらのことは昭和51年1月の『京都の林

業』3頁に「藤の衣」と題して文献調査も加えて掲載し

てある事などを教えいただき，それを当日の発表に加

えさせて頂くことができた。

　太田氏からは同学会での『越後の紅耕』の発表（昭

和46年）以来親しく京都のご自宅に伺わせていただい

’たりしていたが，特に，「藤の衣」の掲載紙や土田俊

治氏の手紙などについては，その後伺った時に，書籍

に埋もれたお部屋の片隅から出されてきて，関連の資

料を全部並べて説明して下さったり，わざわざ近所ま

ででかけてコピーして下さったりしたのが，鮮やかな

、記憶として残っている。

　京都府立丹後郷土資料館の画期的な「藤織りの世界

展」が開かれた昭和56（1981）年10月（会期　10月6

日ん11月15日），見学に行った筆者がその充実した企

画・展示の内容を太田氏にお知らせしたいために，．資

料館の井之本氏に速達での図録㈲の送付を依頼，実演

の日程表も添えて井之本氏が太田氏に速達で送ってく

ださった日が10月22日，その10日後くらいに太田氏は

遠路，丹後郷土資料館に出掛けられているが，そのあ

とまもなく11月28日には不帰の人となられてしまうた。

丹後郷土資料館で藤織りを見たあと太田氏は，井之本

氏とゆっくり話をしたいご様子だったが，藤布織り実

演のおばあさん達を上世屋まで送るために果たせなか

ったと井之本氏は残念がっていられた。．．．

　ご夫人の太田千代子氏のもとには端の擦り切れた図

録が送付の文書入りのまま遺されていた。また，r京

都林業』の「藤の衣」と一緒に掲載された「藤布を績

・む婦人」の写真と同時撮影の数葉の写真（図1）が1

近所の写真屋の袋入りのまま表に「下世屋の藤布」と
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太田氏の字で書かれてのこされてあり，また藤布資料

の実物（図2）もあった。本文に「その村の梅本すが

さん（当時70才）’は，わざわざ糸を紡いでみせてくれ

た」とあるから，その昭和37年3月に撮影，採集した

ものではないかと思われる。太田夫人から資料をお借

りしたので掲載する。　　　　　　’㌦　　「

　太田氏の「藤の衣」の掲った『京都の林業』の昭和

51年1月号は京都府農林水産部林務課編集，京都府材

業改良普及協会発行のものであるが，問い合わせたと

ころ，発行当時編集者だった林業試験場長の高野氏が

太田氏と懇意だったため原稿を依頼したものという。

　本文には，「フジの枝から糸がとれて，これを織っ

、て布としているのを，丹後の下世屋まで見に行ったの

は昭和37年3月18日のことだった。．私の従兄弟で加悦

町の土田俊治君に案内されてのことだった。一中略一

藤の蔓から布が織れるなんて，およそ彼も考えてもい

なかったから，縮緬屋だけにこれを見たときには驚い

　　　　オ

、

④

o

⑤

図1　故太田英蔵氏の「下世屋の藤布」の写真

　　　　　1　　　　　　　　　，

r

　’・　一　　図2・太田氏の藤布資料　　、　　’一

　　　　，’　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　川

ぐたに相違ない。私でさえそんな地に藤布が織られてい

るなんて全く知らなかった」と，藤織り発見当時の感

慨が生き生きと語られている（図3）○、
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　　　　　　3　廃村になった駒倉の藤i織り．∴

1∵ところで，土田俊治氏は，同昭和37年に加悦町に藤

：布の保存育成のために丹後古代織布技術保存会を結成

　し，会長として尽力された方であるが，：土田氏から太

田氏への数種の手紙のなかには↓、下世屋に関するもの
・’

ﾍないが，昭和37年6月13日付げの，5・月13日に竹野

，郡弥栄町味土野（藤織りの伝承地戊へ遊びに行つた時
・「 ﾉ見た藤についてふれだものがあり：またその翌年く
　　　　　　　　．　」　　。　　　卜　　　　　　　、　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　1　　：　　’　　「
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図3　昭和37年3月に藤布織りを調査したことの記載．

　　　されている太田氏の．「藤の衣」

　　　．（『京都の林業』昭和51年’1月号）’，

〉

　　“　　＾1　　、｛11・：囁：　　’∴　　、　’1

’図4　土田俊治氏から太田英蔵氏への藤布に

　　　関する手紙’
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、こと徒歩2時間を要します。所謂京都府のチベッ

　　トと言われている辺境であります。

　　　藤布を製造することの出来る人は5人あること

一・ ｪわかりました。何れも60～77才までのおとしよ

㍉：り衆です。そのうちの77才の老婆の話ですが，一

　　「自分がまだ娘の頃，自分の家のおばあさんはお

　　そばたで織っていた。その動作はこの様子と…手

　　や足を動かしながらおそばだを動かす動作をして

　　みてくれました。だが現在は何処にやったかさつ

　　ぱりわからないとい↓・ます。他の老婆達も此の目

　　でおそばたは見ているが，、どこにあるやらわから

　　ないといいます。今の早機とちがって道具も簡単・

　　なものであるので，おそらく燃やしてしまったの

　　ではないかとのことです。

　　　藤もまだ若芽を出しかけた程度でした。村人の

　　話では藤の花の満開になるのは毎年5月20日の寺

　　の何とかの行事のときに花を供えることになって

　　いるとのことでした。26日に駒倉からの帰り路，

　　天の橋立駅前の藤棚はすでに花房が二寸位に伸び

　　ているのを見ました。

　すでにいずれも故人になられてしまったが，早い時

期から旧世屋村の藤布織に傾注されていたお二人の熱

意がこの手紙のなかに生きているように思われた。

　　　　　　　4　藤織りの復活

　この原始的な藤布織りが工芸品の素材として復活し，

再度織られるようになったのは，さして古いことでは

ない。　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　一

　昭和52年4月，筆者の調査の為に種々ご配慮頂いた

、当時の宮津市農協世屋支所長の小川正史氏（上世屋村

の出身者であるために藤織りにも詳しい）から聞いた

’ところによると．昭和37年の発見のころから手づくり

の厚みのある風格の藤布は見なおされてきたが，この

ように藤布が復活するに至ったきっかけは，前の農協

世屋所長の隅垣宰氏（昭和45年5月から50年11月）が，

兵隊仲間であった京都の織物問屋r秀粋』の社長であ

る市田三喜雄氏と話し合い，そこに販路を得ることに

なってからという。　　　◇一　　木　　　　　甲

　その詳細について知るために当時，京都市中京区の

K．K秀粋も訪ねてみたが，ここではr京都秀粋織」

の藤布の由来と効用，並びに一反を製織するのに百数

十日を要するなどの説明文入りの「珍布　藤布　丹後

宮津藤布保存会之証」（図5）を頂いただけで話を聞

くことは出来なかった。

　藤布の工芸品としての活用にはいろいろな製品作り

が試みられたようである。その為に糸の太さも吟味し，

織幅も着尺物の幅から座布団幅を満たす幅のオサを使

うようになった。．．

　ここに，上世屋の大火後の昭和20年代に織られたと

思われる袋（上世屋の光野ちゑ家で使用していたもの）

藤布Aと，太田氏が昭和37年に下世屋で入手したと思

われる藤布B（未使用）、ならびに昭和52年に小川ツ

ヤ氏が織りあげだばかりの藤布C（新品）の三時期の

布が揃ったので並べてみた（図6）二

　比較してみると，藤布は使い古しのためもあってか，

・見るからに糸がっんでおり糸密度も濃く布幅も狭い。

～

＼　　　　〆　、

図5　珍布　藤布の保存会の証

一48一



未使用の藤布については，工芸品用生地として織られ

る以前と以後とでは，糸密度の数の上では大差ないよ

うにみえるが，工芸品用になってからはやや細目の経

糸が2本1本と交互にオサに入っていての本数のため

薄手になっており，布幅も36センチから45センチにひ

ろがっている。

　昭和43年頃から座布団や帯やハンドバック地のため

に藤布が織られ始めているらしいが，昭和45年（（3）に

よれば昭和41年）には藤布保存会もできている。その
　　　　　　　　　　　ら当時の織り手の数は上世屋1β人，下世屋5人ジ松尾1

人，計22人だったと農協の藤布に関する資料をとじた

ファイルには残っていた。

　昭和52年の調査当時も，藤布は全て農協を通してそ

のr秀粋」とのみ取引されていた。織り初めのころは

年間10反程度の量で1反10万円くらいで取引されてい

たが，その後は50反余り織られるようになり，多過ぎ

た時は翌年は織らないなど調整に努力もしたが，価格

も調査時は6～8万円くらいと下がってしまっていた。

　そして藤布は，その素材の堅さのために，今日に於

ける利用法にはおのずから範囲が限定されたものであ

ろう，その後も大きく発展することはできなかったよ

うである。

　r丹後の紡織H』｛4｝によれば，昭和56年を最後に世

屋支所を通じての販売は行なわれなくなり，細々と個

人とりひきで売られている程度だというが，その代わ

り京都府立丹後郷土資料館の藤布関係資料の保存研究

と技術の伝承のための努力によって手厚く守られるよ

うになっている。

陪布A

昭和20年代の袋地

　1cm

糸密度

経　　27本／3cm

緯　　20本！3cm

布幅33．5cm

藤布8

　　　　　　　　　　昭和37年　の着尺幅地　　　　1cm

糸密度

経　　　　24本ノ　3crn

緯　16本！3cm

布幅36．1cm

糸密度

経　　26本！3cm

綿　　16本！3cm

布幅45．5cm

藤布C

　　　　　　　　　　昭和52年の座布団地　　　　　1cm

　　　図6　各時代の藤布の糸密度

　　　　　　　　　文　　　献

ω　山崎光子「藤布織りの作業工程一宮津市上世屋の

　場合」　『民俗服飾研究論集』　（日本家政学会民俗服

　飾部会）第2集，1987

｛2｝　r日本民芸織物全集』第1巻　15～16頁　民芸織

　物図鑑刊行会，1965　並びにr日本伝統織物集成』
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